
研究通信 ７/２０「導入の工夫」 

呉市立広小学校 

１ 導入の工夫の目的 

導入を工夫することにより，必然性のあるめあてをもたせ，学習への意欲を高めて主体

的な学びにつなげる。 

 

２ 導入の工夫の視点と授業の実際 

視点１単元を貫くゴールからめあてにつなげる。 

   ◎学習のゴールを明確にする。（目的意識と相手意識をもたせて意欲を高める。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２既習事項とのズレからめあてにつなげる。 

   ◎既習事項との違いを明確にし，解決するための見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視点３問題の気付きからめあてを児童から出させる。 

   ◎問題解決に必要な情報を児童から出させる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点４問題提示の仕方を工夫する。 

   ◎何に注目すればよいのか，ねらいを焦点化して提示する。 

 

①絵の一部を隠す。            ②絵の一部だけ見せる。    

りっちゃんの

気持ちを 

考えよう。 

何の植物だろう。 


